
第2期SIP管理法人業務について
― 業務内容のご紹介 ―

● 国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所
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戦略的イノベーション創造プログラム（SIP) とは

• 内閣府の総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）が司令塔
機能を発揮し、科学技術イノベーションを実現するために創設
された府省・分野を超えた横断型のプログラム

• CSTI が ① 課題の特定 ② 予算の重点配分 ③ 各課題のPD選定
から出口（実用化・事業化）を見据え、規制・制度改革や特区
制度の活用等も視野に入れて推進する。

• 平成30年度から第２期SIPが開始されており (12課題：５年間) 
初年度の予算 は325億円（平成29年度補正予算で措置）

• 第２期SIP「AIホスピタルによる高度診断・治療システム」課題
（「AIホスピタル」と略）の管理法人にNIBIOHNが選定された。
※「AIホスピタル」は SIP初の健康・医療関連課題であり、
本課題の平成30年度予算は25億円
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http://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/sip/kenkyugaiyo2.pdf より

http://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/sip/kenkyugaiyo2.pdf


「AIホスピタル」課題の管理法人業務

中村祐輔PDの強力なリーダーシップのもと、NIBOHNは
PDと内閣府の指示を受けて、 以下の業務を実施する。
① 予算の管理
② 研究開発の進捗管理（知財管理含む）
③ 課題の広報・成果発信（シンポジウム対応含む）
④ PDの研究開発計画、プレゼン・関連資料の作成支援
⑤ 課題に関するPeer Reviewの実施
⑥ 外部の関連機関や学会との連絡調整
⑦ PDの実施機関訪問の同行

管理法人としての専門性を活かすことが求められている
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官民研究開発投資拡大プログラム（PRISM）

新薬創出を加速する人工知能の開発
AIを用いる創薬ターゲットの提案

医薬基盤・健康・栄養研究所
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官民研究開発投資拡大プログラム（PRISM）



PRISM事業「新薬創出を加速する人工知能の開発」の概要

《 関連するデータの追加 》

カルテ・患者日誌等の
DBへの取込み
文科・JST/京大

肺がんDBの構築
文科・JST/

国立がん研究センター

既存文献情報等からの
自動抽出技術等

経産・産総研

AIによって示され

た創薬ターゲット
候補の検証

※ 特発的肺線維症（IPF）

国の指定難病「特発性間質性肺炎」の一つであり、診断確定後の平均生存期間が2.5～5年間の進行性致死的疾患。肺胞（肺を構成しているやわらかい小さな袋）にコラー
ゲンなどが増加して肺胞の壁が厚く・硬くなり、呼吸困難になる。しばしば肺がんを合併する。また、急性増悪に対する有効な治療法は確立されていない。

概要

効果

厚生労働省（医薬基盤・健康・栄養研究所）では、平成29年度より、創薬分野における重要課題の一つである「創薬ターゲットの枯渇問題」を克
服すべく、「新薬創出を加速する人工知能の開発」事業において、 人工知能（AI）を活用した創薬ターゲット（医薬品が作用するタンパク質等の生

体内分子）の探索に向けたデータベース（DB）の構築を開始した。 （対象疾患：特発性肺線維症（IPF）※）

PRISMにより、文科省、経産省と密接な連携体制を構築し、対象疾患への「肺がん」の追加、DB構築の加速、及び、より高度なAI構築の早期完
成を図る。
現在、創薬ターゲットの枯渇が世界的な課題であり、医薬品の研究開発費高騰（承認薬１剤当たりの研究開発費 約3,000億円）の要因の一つ
ともなっている。本取組により、優れた創薬ターゲットを製薬企業に導出することによって、製薬企業における医薬品開発（研究開発）を喚起する。

検証結果
フィードバック

創薬ターゲット
• 特発性肺線維症
• 肺がん

《 創薬ターゲット探索 》
（AIによる解析）

《 解析結果の検証 》《データの収集・整備》

《 解析能力の強化 》 《 検証能力の効率化 》

厚労省 元施策

《 DB構築の加速 》

IPF DBの構築
厚労・医薬健栄研

大阪大学

PRISMによる
加速・拡充

IPF DBの構築

《 企業等への導出》

IPF及び肺がんDB
の構築・拡充

創薬ターゲット推定
アルゴリズム開発

文科・理研

創薬ターゲット探索の
ための量子コンピュー
タ・ソフトウェア開発等

文科・Q-LEAP

ベイズ最適化※を適
用した創薬ターゲット

検証の効率化
文科・JST/東大

検証用抗体 又は
化合物の提供
文科・JST/東大

文科・JST/九工大

※ ベイズ最適化

過去の検証結果（ビッ
グデータ）を用いて、更
なる検証の精度を向上
させることにより、最適
解を効率的に特定する
手法
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とりまとめ省庁
厚生労働省
榑林 陽一PD

（神戸大学 特命教授）

全体計画・進捗管理

医薬基盤・健康・栄養研究所

産業界
LINC（ライフインテリ
ジェンスコンソーシアム）
製薬協研発委員会
製薬企業
IT（情報）企業
• ニーズ等確認
• 共同開発開拓

連携

産業技術総合研究所
人工知能研究センター
研究代表者：高村 大也

テキストマイニング

大阪大学大学院医学系研究
科呼吸器・免疫内科
研究代表者：熊ノ郷 淳

IPF臨床情報・サンプル提供

バイオインフォマティクスプロジェクト
研究代表者：水口 賢司

特発性肺線維症（IPF）・肺がん

連携

委託

国立がん研究センター
研究代表者：浜本 隆二

肺がんDB構築及びAI技
術を用いたオミックス解析

東京大学
研究代表者：津田 宏治

抗体ツール

京都大学
研究代表者：黒橋 禎夫

電子カルテ

九州工業大学
研究代表者：山西芳裕

化合物ツール

科学技術振興機構
AIPネットワークラボ
江村 克己PD

（NEC 取締役 執行役
員常務・CTO）

理化学研究所
革新知能統合研究センター

上田 修功PD
（理研AIP副センター長）

創薬ターゲット推定アルゴリズム

文部科学省
光・量子飛躍フラッグシッププログラム

（審査中）

創薬ターゲット探索のための量子
コンピュータ・ソフトウェア開発等

連絡
・調整

PRISM PMO
（プロジェクト・マネージメント・オフィス）

連絡
・調整

文部科学省

連絡
・調整

経済産業省

共同研究

委託

PRISM事業「新薬創出を加速する人工知能の開発」の
実施体制
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• 特発性肺線維症（IPF）及び肺がんについて、目標と
する全ての項目が入力された医療情報統合データベー
スを完成させる。

• 製薬企業等に導出可能な実験的に検証されたIPF及び
肺がんの新規の創薬ターゲットとなる因子を各々一つ
以上発見する。

• 本研究で行った診療情報及び患者情報をもとに創薬
ターゲットの発見するためのスキームや方法論を、
他の疾患にも応用可能な状態とする。

PRISM事業「新薬創出を加速する人工知能の開発」の
達成目標
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